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社会進化分野
<研 究概要>
A)コンゴ民主共和国戦時下の森林の破壊 とボノボ個体群 におよぼす影響 についての研究
古市剛史,JNackoney
1990年代初頭か らの政治的混乱 と、それに続 く2度 の戦争によ り、1973年以来野生ボノボ(Panpaniscus)の研
究を続けてきた赤道州ルオー学術保護区の森林 とそ こに住む野生動物は、大 きなダメージを受 けた。この間の森林
破壊 の進行 とボノボ個体群におよぼす影響 を確かめるため、NASAの提供する衛星画像 を用いて、1990年、2000
年、2005年の3つ の時期における森林の状況を比較分析 した。その結果、1990-2000年の時期に伐採地の面積 が約
3倍になっていること、またその多 くが、道路か ら離れた森林の奥深 くに点在す る小 さな伐採地であることがわか
った。すなわちこの期間、森 に逃げ込んだ住民が家族単位 の小 さな家 とキャッサバ畑を作って生活 し、森林が蜂の
巣状 になっていたことが確 かめ られ た。森の奥に散在する小 さな居住地には役人や他の住民の 目も届かず、ボノボ
などの保護獣 を含 めた狩猟は自由に行 うことができる。一見大きな破壊を受けていないよ うに見えなが らも大型ほ




コンゴ民主共和国ルオー保護 区に生息す るボノボを対象に、社会関係 と遊動に関す る研究を行った。個体追跡に
もとつ く観察によって、母親 の社会的行動が自らの生活史ステージによってどう変化するかを分析するためのデー
タを収集 した。また、メスが リー ドすると考え られているボノボの遊動のタイ ミングや方向が、実際にどのような
メカニズムで決まるのかを調べるための予備 的調査 を行 った。さらに、罠にかかって集団についてこられなくなっ
た個体 を翌 日になって集団のほぼ全個体で捜索に戻 るとい う、広 く霊長類でも初 めてとなる事例を観察 し、論文 と
して報告 した。
C)ス リラ ンカ に生 息す る霊長類 の行 動 生態 学 的研究
MAHuffman,CADNahallage(UniversityofSriJayewardenepura)
2004年末 に 開始 した 、ス リラ ンカ に生 息す る野 生霊 長類 の分 布調 査 を継 続 した。 これ まで行 っ て きた、 南西 ・
南 ・南東 ・中央 ・北東 地域 にお け る、 トクザル(Macacasinica)、グ レラ ングール(Semnopithecuspriamthersites)、
カオ ム ラサ キ ラン グー ル(7レα酌㎜ 肋θo〃8vetulus)の分 布調 査 を拡 大 し、 ス リラ ンカ全 土 にお け る分 布 を確 か め る
ため に各県 、地 区 レベル にア ンケー ト調 査 をお こなっ た。
D)マ カ クの文化 的行動研 究
MAHuffman,CADNahallage(UniversityofSriJayawardenepura),JBLeca(UniversityofLethbridge)
石遊 び な どの文化 的行 動 の社会 的観 察学 習 ・伝 播機 構 の比 較研 究 を行 った。
E)ベ トナ ムにお ける、 マ ラ リア伝 播 環境 の変 容 と人獣 共 通感染 性 マ ラ リアの 出現 の理解 に向 けた学 際 的研 究
MAHuffman,中澤秀介,Rculleton(長崎 大学),前 野 芳正(藤 田保 健衛 生 大学),川 合 覚(」 協 医科大 学),QN
Yuyen,RMarchand(KhanhPhuMalariaResearchCenter,MedicalCommitteeNetherlands-Vietnam)
2010年か らベ トナ ム ・中南 部 に あ るカ ンフー村 の丘 陵部 に棲 息 す る野生 ザル の調 査 を開 始 した。 ヒ トとサル 問
で伝 播 し、人 畜共 通感 染 を引 き起 こすマ ラ リア原 虫 を野生 カ ニ クイ ザル や ブ タオ ザル の糞 か ら検 出す る方法 を開発
し、野 生マ カ ク類 ・ヒ ト問感 染 の研 究 をす す めた。
F)ニホンザルの寄生虫生態学 と健康維持に対す る食物選択の役割 についての研究
AJJMacintosh,MAHuffman
ニホンザルの寄生虫感染症、行動活動パ ター ンや植物性食物に関す る研究を継続 した。
G)南アフリカ西部岬に生息す るチャクマヒヒの採食行動、寄生虫生態学 と空間利用の生態学的研 究
PAPebsworth,MAHuffman
2009年か ら開始 した、南アフリカ西南部にあるワイル ドクリフ自然保護地区に生息す る野生チャクマ ヒヒ群の
調査を継続 した。植物性食物の採食行動、土食い行動 と寄生虫感染 との因果関係 を探ってデータ解析 を行 った。
H)ニホンザルにおける性的シグナル と求愛行動
CGarcia(CNRS,Paris),LRigaill(CNRS,Paris),MAHuffman,FBBercovitch
オスのニホンザル(Macacafuscata)の交尾行動を誘発す るメスの性 的シグナル とその信頼性 に関す る研究を行
い、メスの性皮の色 と匂いがシグナル となっているか どうかを調べた。霊長類研究所で飼育 されている個体 を対象
に、行動観察(性 行動)、 性皮のデ ジタル写真撮影(性 皮の色の定量的評価)、 ホルモン解析(糞 中の卵ステロイ
ド)を行った。本研究はヒ トの性 コミュニケーションに影響す る生態学的 ・進化的な要因の理解 に寄与すると考え
られる。
1)食物供給の年次変動 とニホンザル の個体群パ ラメータの関係についての研究
辻大和
群れ生活する動物の場合、食物が限 られる場合 にそれを巡 る競合が生 じ、顕在化 した順位 関係 の影響が採食成功
や繁殖成功に及ぶ場合がある。競合の強さは食物の供給状態か ら影響を受け、一箇所に集 中していれば優位な個体
が独 占でき、分散 していれば群れの全員が利用できるだろ う。秋 の主要食物である堅果類の供給状態は樹種 ごとに
異な り、しかもその生産量や結実樹種の組み合わせが年 により大きく変化する。したがって、食物 を巡 る競合 の程
度 も年 ごとに大 きく変化 し、採食成功の順に差は最終的に繁殖成功に影響す ると予想 され る。本研究ではこれまで
の長期研究で得たデータを解析す ることにより、食物資源の供給状態の変動が順位 関係 を通 じて個体群パラメー タ
に及ぼす影響を明 らかにした。また、種子 トラップによる結実量の調査を本年度も継続 して行った。
J)ニホンザルの泊ま り場選択に関する研究
辻大和
ニホンザルの泊ま り場選択に与 える植生 タイプ ・地形 ・標高の影響を調べた。捕食者がいない金華 山では、食物




辻 大和,和 田一 雄,渡 邊 邦夫,半 谷 吾 郎,CCGreeter(MaxPlankInstituteofEvolutionallyAnthropology)
過 去 に公表 された 霊長類(マ カ ク類 、 コ ロブ ス類)の 食性 資料 を収 集 ・分析 し、地域 変 異 とそれ を もた らす環境
要 因 につい て解析 を行 った。
L)日本産哺乳類の種子散布に関す る研究
辻大和,見 浦沙耶子,小 峠卓也,村 井仁志(富 山市 ファ ミリーパーク)
ニホンザル による種子散布の研究の一環 として、東京郊外のニホ ンザルの糞 に含 まれ る種子の特性(植物の種数、
糞一個あた りに含 まれる種子の数、健全率など)と その季節変化を評価するとともに、他の地域 と比較 した。いっ
ぽ う、昨年度 に引き続 き飼育条件下のホン ドテ ン(Mantesmelampus)を対象に給餌実験 を行い、種子の排泄時間を
評価 した。本年度は食物の摂取量が体内通過時間に与える影響 について調べ、摂取量の影響はとくに見 られない こ
とを明らかに した。
M)東 南 アジ ア産霊 長類 の採 食 生態 に 関す る研 究
辻 大和,BSuryobroto,IHadi,KAUdayati(ボゴー ル農 科大 学),MVNguyen,VHNguyen(フエ大 学)
イ ン ドネ シ ア ・パ ンガ ンダ ラ ン 自然保護 区お よびベ トナ ム ・ソンチ ャ 自然保 護 区で ジ ャワル トン(Trachypithecus
auratus)、ア カスネ ドゥクラ ングール(町9α 伽 κηε〃2αθ〃3)、カ ニ クイザノ〃(Macacafascicularis)、お よび ア カゲ
ザル(Macacamulatta)の基礎 生態 に 関す る調 査 を行 い 、彼 らの食性 、活 動 時 間配分 、他 の動 物 との種 問 関係 な ど
のデー タ を収 集 した。イ ン ドネ シアで は調査 地 内 に植 生 プ ロ ッ トを設 置 し、ア シス タ ン トの協 力 を得て フェ ノロ ジ
ー調 査 を毎 月行 っ た。
N)野生ボ ノボの集団構造の生成 についての研究
坂巻哲也
野生ボノボの毛づ くろい交渉、集団メンバーの出会いの交渉、移入 メスの社会関係の変遷 に関す るデータ収集 と
分析 、結果の公表を進めた。集団問関係 をテーマに、新たな調査集団の追跡観察、人づけ、個体識別を継続 した。
行動 の多様性 をテーマに、隣接個体群の調査も継続 した。
0)野生ボノボ ・チンパンジーの広域調査
竹元博幸
環境省環境研究推進費 「高人 口密度地域における孤立 した霊長類個体群の持続的保護管理」のプロジェク トの一
環 として、コンゴ民主共和国地域 に生息す るボノボ(Panpaniscus)および ウガンダ共和国、ギニア共和 国に生息
す るチ ンパ ンジー(P.troglodytes)の野生個体群 の調査 をお こなった。それぞれの地域で生態学的調査をおこない、
同時に遺伝学的および人獣共通感染症解析のための試料 を収集 した。
P)ニシローラン ドゴリラの社会的発達 と環境の関連 についての研究
松原幹
2010年にイギ リス南部のハ ウレッツ ・ポー トリム野生動物公園で行ったニシローラン ドゴリラの社会的発達調
査で収集 した行動データを解析 した。10年以上かけてコ ドモが多 く育った群れ と、群れの創設 から5年 目の群れ
のコ ドモにおける遊び行動を比較することで、コ ドモの成長発達時における他個体の影響を調べた。また、オ トナ
メス同士やオ トナメスとコ ドモの遊び行動の解析 を行 い、1歳 以上のゴ リラにお ける非血縁メスとの社会交渉が、
若い群れにおいて頻繁 に見 られることか ら、コ ドモの少ない創設問もない群れでは、非血縁 メスがコ ドモの社会的
スキルの発達に影響 を与えている可能性 が推測 された。
Q)ニホ ンザルが転嫁攻撃 を行 う意義の解明
徳 山奈帆子
攻撃を受けたニホンザルは、す ぐに前の攻撃 には関わ りない個体に攻撃す ることがある(転 嫁攻撃)。 被攻撃個
体に とっての転嫁攻撃を行 う意義 を明らかにす るため、嵐山モンキーパー クの餌付 け群 を対象に調査 を行った。
R)飼育下ボノボ ・チンパンジーのアクティビテ ィに関す る研究
HSojung
野生のボノボのメスはチンパンジーのメス と比べて攻撃性が低い とされてお り、その違いは両者の生息環境の違
い、ない し両者の性受容性 の違いで説明できると考 えられる。この問題を考える糸 口として、ボノボ とチンパンジ
ーがほぼ同一の環境 で飼育 されている ドイツの ライプチ ヒ動物園において6ヶ 月間にわた り両種の行動データの
収集 を行 った。
S)メ スニ ホ ンザル の加 齢 に伴 うバ イ オマ ー カーDHESの 変化 の研 究
RSCicaliseTakeshita,MAHuffman,FBBercovitch,清水慶 子(岡 山理科 大)
ステ ロイ ドホル モ ンの うち 、デ ヒ ドロエ ピア ン ドロステ ロン(DHEA)と そ の硫 酸エ ステ ル(DHEA-S)は 、 ヒ
トお よび ヒ ト以 外 の霊長類 の若 齢個 体 に広 くみ られ るホルモ ンであ る。DHEA-Sの濃度 はチ ンパ ンジー 、アカ ゲザ
ル 、 キツネ ザル 類 、 ヒ トでは年 齢 と共 に低 下す るため 、老化 の生 物学 的 マー カー と して役 立つ と考 え られ て い る。












































































9)辻 大 和(2012)シ カ の 落 ち 穂 拾 い 一 フ ィ ー ル ド ノ ー トの 記 録 か ら.「 平 成24年 度 版 中 学 校 『国 語 』」p.ll8-127









古 市 剛 史(2011)現 代 の こ と ば:空 白 の5時 間.2011年5.月6日 夕 刊 京 都 新 聞.








1)HuffmanMA(2011)サルマラ リアの宿主 となる東南アジアのマカク属 を追 って.日本学術振興会アジア ・アフ


















HuffmanMA(2012)霊長 類 の 自 己 治 療 行 動 一 予 防 と 治 療OneWorld,OneHealthSymposium,神戸 ア ニ マ ル ケ










melampus.日本 哺 乳 類 学 会(2011/09,宮崎 市).
古 市 剛 史(2011)ボ ノ ボ:水 が ボ ノ ボ を 生 ん だ ～ コ ン ゴ 盆 地 の ボ ノ ボ の 進 化 と 生 活.SAGAシ ン ポ ジ ウ ム
(2011/ll,熊本 市 動 物 園).
橋 本 千 絵,安 岡 宏 和,手 塚 賢 至,古 市 剛 史(2011)ウ ガ ン ダ 共 和 国 に お け る 森 林 保 護 区 周 辺 の 地 域 住 民 に よ る
森 林 資 源 の 利 用 の 実 態.日 本 霊 長 類 学 会(2011/07,犬山 市).
松 原 幹(2011)ニ シ ロ ー ラ ン ド ゴ リ ラ の 遊 び 行 動 に 与 え る 家 族 構 造 の 影 響.日 本 動 物 心 理 学 会 ・ 日本 動 物 行 動
学 会 ・応 用 動 物 行 動 学 会 ・ 日本 家 畜 管 理 学 会 合 同 大 会(2011/09,慶応 義 塾 大 学).
NackoneyJ,古市 剛 史,BaraldiA,NolinariG(2011)コン ゴ 民 主 共 和 国 の 戦 時 下 の ル オ ー 保 護 区 周 辺 の 森 林 の
破 壊 と ボ ノ ボ 個 体 群 に お よ ぼ す 影 響 の モ ニ タ リ ン グ.日 本 人 類 学 会(2011/11,沖縄 県 立 博 物 館 ・美 術 館).
杉 浦 秀 樹,下 岡 ゆ き 子,辻 大 和(2011)ニ ホ ン ザ ル 野 生 群 に お け る 群 れ の 凝 集 性 の 維 持 機 構.日 本 霊 長 類 学 会
(2011/07,犬山 市).
杉 浦 秀 樹,下 岡 ゆ き 子,辻 大 和(2011)ニ ホ ン ザ ル は 群 れ の ま と ま り を 保 つ た め に,ど の よ う な 動 き を し て い
る か.日 本 哺 乳 類 学 会(2011/09,宮崎 市).
徳 山 奈 帆 子(2011)ニ ホ ン ザ ル は な ぜ 二 次 攻 撃 を 行 う の か.日 本 霊 長 類 学 会(2011/07,犬山 市).




























古市 剛史(2011/10)ボノボ は ヒ トの何 を語 るか.モ ンキー カ レッジ,犬 山市 日本 モ ンキーセ ンター.
古市 剛史(2011/ll)ボノボ,最 後 の類 人猿.第2回 値 の拠 点セ ミナ ー 京都 大 学東京 オ フ ィス,東 京.
古市 剛史(2011/ll)ボノボの住 む コ ン ゴ盆 地の 大熱 帯 雨林:そ の現 状 と将来.プ リマ ー テス研 究 会 日本 モ ン
キーセ ンター,犬 山市.
古市 剛史(2011/05)スーパ ー サイ エ ンスハ イ スクール 講 義.一 宮高 校.
落合 知 美,打 越 万喜子,今 井啓 雄,郷 康広,西 村 剛,友 永雅 己,伊 谷原 一,松 沢 哲郎(2012)大型類 人猿 情 報
ネ ッ トワー ク(GAIN)第3期 の活動 に向 けて.ず 一だ がや(2012/03/20,名古屋).
辻 大 和(2011/09)サル を通 して生 き物 の つ なが りを考 え る～ 金華 山島 の ニホ ンザ ル の観 察 か ら～.京 都 大 学
霊長 類研 究所 東 京公 開講座 日本 科 学未 来館,東 京.





松沢哲郎,友 永雅己,林 美里,伊 村知子,足 立幾磨(国 際共 同先端研究センター),服部裕子,濱 田穣(進 化形態
分野),西村剛(系 統発生分野),南雲純治(国 際共同先端研究センター),鈴木樹理,宮 部貴子,前 田典彦,渡 邉
朗野,兼 子明久,渡 邉祥平(以 上,人 類進化モデル研究センター),熊崎清則,落 合(大 平)知 美,高 島友子,酒
井朋子(京 都大)
1群14個体のチンパ ンジーの うち、特に10-ll歳になる子 ども3個 体を対象 として、比較発達研究を総合的にお
こなった。認知機能の解析 として、コンピュータ課題や対象操作課題 など各種認知課題 においてチ ンパ ンジーのお
とな個体や、 ヒ ト幼児 との比較検討 をおこなった。また、定期的に脳や身体各部の計測 もおこなっている。
B)チンパンジーの知覚 ・認知能力 の比較認知科学的研究
松沢哲郎,友 永雅 己,伊 村知子,足 立幾磨,服 部裕子,南 雲純治,狩 野文浩,兼 子峰明,村 松明穂,命 リラ,植 田
想,CDDahl,MKret,高島友子,村 井千寿子(玉 川大),牛谷智一(千 葉大),後藤和宏(京 都大),佐野明人,田
中由浩,酒 井基行(以 上、名工大)
チンパンジー とヒ トを対象に、認知 ・言語機能の比較研究を継続 してお こなった。主 として、1個体のテス ト場
面で、数系列学習、色 と文字の対応、視線の認識、顔 の知覚、注意、パター ン認識、視覚探索、カテ ゴリー認識、
物理的事象の認識 、視聴覚統合、情動認知、運動知覚、行動の同調などの研究 をおこなった。
C)チンパ ンジーにおけるアイ トラッカーを用いた視線計測
友永雅己,狩 野文浩,兼 子峰明,植 田想
チンパンジー とヒ トを対象に、非拘束型のアイ トラッカーを用いて、各種の視覚刺激提示時や課題遂行時の視線
の計測 をお こなった。
D)野 生チ ンパ ンジー の道具 使用 と文化 的変 異 と森林 再 生
松 沢哲 郎,林 美 里,大 橋 岳,CMartin,山越 言(京 都 大),森 村成 樹,藤 澤 道子(以 上,野 生動物 研 究セ ン ター),
山本真也(ボ ノボ研 究部 門),THumle(ケン ト大),DBiro(オックス フォー ド大),CSousa(リスボ ン新大),KKoops
(ケンブ リッジ大),KHockings(リス ボ ン新 大),SCarvalho(ケンブ リッジ大),NGranier(リエー ジ ュ大),LMartinez
(梨花 女子 大),AGSoumah(IREB),TTagbino(カンカ ン大)
西 ア フ リカ ・ギニ アの ボ ッ ソウ と、東 隣 のニ ンバ 山 と コー トジボ ワール領 内、西 隣 のデ ィエ ケの森 、南 隣の リベ
リア領 内 で、 野生 チ ンパ ン ジー の行 動 と生 態 を調 査 し、記録 の解 析 をお こなっ た。 また 、 「緑 の回廊 」 と呼 ぶ森 林
再 生研 究 を試 み 、苗 木 を覆 う東屋 を設 置す る活 動 を継 続 した。
E)飼育霊長類 の環境エン リッチメン ト
友永雅己,松 沢哲郎,林 美里,熊 崎清則,落 合(大 平)知 美,小 倉匡俊,山 梨裕美,櫻 庭 陽子,川 上清文(聖 心女
子大),鈴木樹理,前 田典彦,渡 邉祥平(以 上、人類進化モデル研究セ ンター)
動物福祉の立場から環境エ ンリッチ メン トに関す る研究をおこなった。3次元構築物の導入や植樹の効果の評価、
視覚刺激 の呈示 によるス トレスの低減、個別飼育個体 に対す る動画刺激提示の効果、認知実験がチ ンパ ンジーの行
動に及ぼす影響の評価 、木の枝や草などを使 った異常行動の低減、エン リッチメン ト用の遊具の導入 などの研究 を
お こなった。
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